
効
率
的
・
効
果
的
な
介
護
提
供
の
あ
り
方
と
は

早
稲
田
大
学
政
治
経
済
学
術
院

教
授
　
野

口

津頃
子

，

◆
高
齢
者
介
護
を
取
り
巻
く
現
状

世
界
保
健
機
関

（Ｗ
Ｈ
Ｏ
）
の
定
義
に
よ

れ
ば
、
日
本
の
総
人
口
に
占
め
る
６５
歳
以
上

の
割
合
は
、
１
９
７
０

（昭
和
４５
）
年
に
は

す
で
に
７
％
を
超
え

「高
齢
化
社
会
」
に
突

入
し
、
１
９
９
４

（平
成
６
）
年
に
は
１４
％

を
突
破
し

「高
齢
社
会
」
に
、
そ
し
て
、
２

０
０
７

（平
成
１９
）
年
に
は
２‐
％
を
上
回
る

「超
高
齢
社
会
」
に
到
達
し
た
。

こ
う
し
た
世
界
最
速
で
の
人
口
の
高
齢
化

は
、
必
然
的
に
、
日
本
社
会
に
お
け
る
介
護

需
要
を
押
し
あ
げ
る
こ
と
に
な
る
。
公
的
介

護
保
険
が
導
入
さ
れ
た
２
０
０
０

（平
成

‐２
）
年
４
月
末
に
は
約
２
１
８
万
人
だ

っ
た

６５
歳
以
上
の
要
介
護
認
定
者
は
、
直
近
の
２

０
２
１

（令
和
３
）
年
２
月
末
時
点
で
約
６

８
０
万
人
ま
で
増
加
し
た
。
第
８
期
介
護
保

険
事
業
計
画

（２
０
２
１
～
２
０
２
３
年
）

の
介
護
サ
ー
ビ
ス
見
込
み
量
等
に
よ
れ
ば
、

２
０
１
９

（令
和
元
）
年
の
介
護
職
員
数
約

２
１
１
万
人
に
対
し
、
団
塊
の
世
代
が
後
期

高
齢
期
に
突
入
す
る
２
０
２
５
年
に
は
約
２

４
３
万
人
、
そ
し
て
、
団
塊
ジ
ュ
ニ
ア
世
代

が
高
齢
期
を
迎
え
６５
歳
以
上
人
口
が
ピ
ー
ク

に
達
す
る
２
０
４
０
年
に
は
約
２
８
０
万
人

の
介
護
人
材
確
保
が
必
要
と
さ
れ
て
い
る
。

◆拗磐袖め．鋤課帥醜”蟻諄供体制の

介
護
領
域
に
お
け
る
人
的

・
財
政
的
な
制

約
が
深
刻
化
す
る
な
か
、
介
護
現
場
と
自
治

体
で
の
業
務
の
効
率
化
が
急
務
で
あ
る
と
い

う
認
識
の
も
と
、
国

。
自
治
体

・
事
業
者
の

間
で
や
り
と
り
さ
れ
る
、
膨
大
か
つ
煩
雑
な

文
書
作
成
業
務
の
負
担
軽
減
を
め
ど
と
し
て
、

２
０
１
９
年
、
「
介
護
分
野
の
文
書
に
係
る

負
担
軽
減
に
関
す
る
専
門
委
員
会
」
が
設
置

さ
れ
た
。
当
該
委
員
会
で
は
、
「簡
素
化
∵

「
標
準
化
∵

「
Ｉ
Ｃ
Ｔ
等
の
活
用
」
の
３
つ

の
観
点
か
ら
、
①
人
員

・
設
備
基
準
に
該
当

す
る
こ
と
を
確
認
す
る
指
定
申
請
関
連
文
書
、

②
加
算
取
得
の
要
件
に
該
当
す
る
こ
と
を
確

認
す
る
報
酬
請
求
関
連
文
書
、
そ
し
て
、
③

指
導
監
査
に
あ
た
り
提
出
を
求
め
ら
れ
る
指
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導
監
査
関
連
文
書
に
対
す
る
抜
本
的
な
負
担

軽
減
が
検
討
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
１
９
９
０
年
代
以
降
医
療
で
実
施

さ
れ
て
き
た

「科
学
的
根
拠
に
基
づ
く
医
療

（国
く
一Ｏ
①
●
８
由
”
８
ｏ
〓
①
ヽ
一ｏ一●
①
一
∪
ω
〓
と

を
介
護
に
取
り
入
れ
、
効
果
的
な
介
護
を
実

践
す
る
試
み
と
し
て
、
「
科
学
的
介
護
」
と

い
う
考
え
方
が
提
唱
さ
れ
、
２
０
１
７

（平

成
２９
）
年
に
は
、
「
科
学
的
裏
付
け
に
基
づ

く
介
護
に
係
る
検
討
会
」
が
設
置
さ
れ
た
。

一
見
、
文
書
の
負
担
軽
減
と
科
学
的
介
護

と
は
、
異
次
元
の
課
題
の
よ
う
だ
が
、
両
者

は
、
介
護
職
の
働
き
方
改
革
と
提
供
さ
れ
る

介
護
サ
ー
ビ
ス
の

「質
」
の
向
上
を
両
立
す

る
新
た
な
介
護
の
あ
り
方
を
模
索
す
る
と
い

う
同
じ
政
策
目
標
を
共
有
し
て
い
る
。

文
書
作
成
等
の
業
務
が
軽
減
さ
れ
れ
ば
、

介
護
職
の
労
働
時
間
の
配
分
が
変
わ
り
、
よ

り
多
く
の
時
間
を
利
用
者
の
ケ
ア
に
割
く
こ

と
が
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
。
ま
た
、
自
治

体
は
、
ケ
ア
の
質
向
上
の
た
め
の
モ
ニ
タ
リ

ン
グ
や
コ
ン
サ
ル
テ
イ
ン
グ
業
務
等
、
指
定

権
者
や
保
険
者
と
し
て
の
役
割
を
適
切
に
果

た
す
た
め
の
新
た
な
体
制
づ
く
り
に
注
力
す

る
こ
と
が
可
能
と
な
る
か
も
し
れ
な
い
。

介
護
の
ア
ウ
ト
カ
ム
は
、
医
療
よ
り
も
は

る
か
に
複
雑
で
多
様
な
価
値
判
断
が
求
め
ら

れ
る
。
「
科
学
的
介
護
」
と
は
、
現
場
で
の

情
報
の
集
積
と
解
析
に
よ
り
、
科
学
的
根
拠

を

「見
え
る
化
」
し
、
質
の
高
い
介
護
を
提

供
す
る
た
め
の
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
を
制
度
設

計
に
組
み
込
も
う
と
す
る
試
み
だ
。
ン」
れ
は
、

介
護
現
場
と
ア
カ
デ
ミ
ア
と
の

「協
働
」
に

よ
っ
て
初
め
て
実
効
性
の
あ
る
も
の
と
な
る
。

つ
ま
り
、
介
護
職
や
自
治
体
担
当
者
の
負
担

軽
減
と
業
務
の
効
率
化
が
同
時
に
図
ら
れ
な

け
れ
ば
、
せ
っ
か
く
の
取
り
組
み
も
、
現
場

に
と

っ
て
は
、
エ
ビ
デ
ン
ス
を
創
出
す
る
と

い
う
新
た
な
負
担
が
追
加
的
に
発
生
す
る
だ

け
と
な
り
、
持
続
可
能
性
が
な
い
。

他
方
で
、
い
っ
た
ん

「科
学
的
介
護
」
を

推
進
す
る
サ
イ
ク
ル
が
確
立
さ
れ
、
効
果
的

な
介
護
提
供
の
あ
り
方
が
示
さ
れ
れ
ば
、
介

護
現
場
の
さ
ら
な
る
効
率
化
を
後
押
し
す
る

有
効
な
手
段
と
も
な
り
得
る
。
こ
う
し
た
効

率
的

・
効
果
的
な
介
護
供
給
の
好
循
環
を
確

立
し
、
利
用
者
を
含
む
現
場
の
ス
テ
ー
ク
ホ

ル
ダ
ー
全
員
が
「
ウ
ィ
ン
ウ
イ
ン
（１
亨
１
５
と

の
関
係
に
な
る
た
め
に
は
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
等
の
活

用
に
よ
る
介
護
現
場
で
の

「見
え
る
化
」
の

浸
透
、
そ
し
て
、
そ
の
前
提
と
し
て
、
そ
れ

が
介
護
現
場
の
厚
生

（１
＆
‐Ｆ
Ｆ
Ｌ

を
改

善
す
る
の
に
有
益
で
あ
る
と
い
う
認
識
の
共

有
、
な
い
し
は
、
合
意
形
成
が
重
要
な
カ
ギ

と
な
る
。
本
稿
で
は
、
介
護
に
お
け
る

「見

専P副よ医療経済学 応用ミクロ計量経済学。1997
年ニューヨーク市立大学経済学研究科博士課程修

了、スタンフオー ド大学 全米経済研究所研究員

を経て、2000年に帰国。帰国後、東洋英和女学

院大学、国立社会保障 人口問題研究所を経て、

2012年 より現職。2019年より厚生労働省「社会

保障審議会介護保険部会」部会長代理を務める。

野口 晴子
(の ぐち・はるこ)
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え
る
化
」
の
事
例
を
通
し
て
、
そ
の
可
能
性

に
つ
い
て
考
察
し
て
み
る
こ
と
に
し
よ
う
。

◆

「見
え
る
化
」
の
事
例

本
稿
で
は
、
厚
生
労
働
科
学
研
究
費

（循

環
器
疾
患

・
糖
尿
病
等
生
活
習
慣
病
対
策
総

合
研
究
事
業
）
「
産
業
別

・
地
域
別
に
お
け

る
生
活
習
慣
病
予
防
の
社
会
経
済
的
な
影
響

に
関
す
る
実
証
研
究

（研
究
代
表
者

一
野
口

晴
子
と

プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
に
お
い
て
、
「介
護

給
付
費
実
態
調
査
」
（２
０
０
６
～
２
０
１
８

年
）
を
活
用
し
、
「
要
介
護
度
５
」
の
高
齢

者
を
対
象
に
、
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
分
析
を
行
い
、

介
護
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
状
況
を
「見
え
る
化
」

し
た
マ
ッ
ピ
ン
グ
の

一
部
を
紹
介
す
る
。

図
は
、
あ
る
都
道
府
県
の
介
護
サ
ー
ビ
ス

の
同
時
利
用
状
況
を
可
視
化
し
た
も
の
で
あ

る
。
こ
の
図
に
記
載
さ
れ
て
い
る
の
は
、
２

０
０
回
以
上
の
同
時
利
用
が
あ

っ
た
サ
ー
ビ

ス
ミ
ッ
ク
ス
で
あ
り
、
線
が
太
い
ほ
ど
当
該

サ
ー
ビ
ス
の
同
時
利
用
回
数
が
多

い
こ
と
を

意
味
す
る
。
こ
の
分
　
瀾

析

か
ら
、
特

殊
寝

鰤

台

・
特
殊
寝
台
付
属
　
瑯

品
・床
ず
れ
防
止
用
　
澱

旦↑
車
い
す
。車
い　
服

す付属品
・訪間介
　鵬

護
・
訪
問
看
護
系

Ю

サ
ー
ビ
ス
等
、
１
日
　
・ビ

の
ほ
と
ん
ど
を
寝
た
　
の

き
り
で
過
ご
す
「要
　
雌

介
護
度
５」
の高
齢
　
臨

刹『い鳩哺⊂喘るノ、　獅鹸

こ
と
が
わ
か
る
。
ま
　
ワ一

た
、
こ
う
し
た
「ハ
　
外

ブ
」
と
な
っ
て
い
る
　
ネ

サ
ー
ビ
ス
の
周
辺
を
　
図

取
り
囲
む
よ
う
に
、
通
所
介
護
・短
期
入
所
。

身
体
介
護

。
生
活
介
護
が
点
在
し
て
お
り
、

最
も
要
介
護
度
の
高

い
高
齢
者
を
自
宅
で
ケ

ア
す
る
家
族
介
護
者
の
支
え
と
な

っ
て
い
る

短期生活サー ビス提供体制加算
通所介護入浴介助カロ算

車し

訪問看護サービ

筆 問蒙
訪問看護特別管勘 口算

注)当該ネツトワーク分析は、本研究班の研究協力者である公立大学法人神奈川県立保健福祉大学 大学院ヘ

ルスイノベーション研究科・方雪敏氏によるものである。

(出典 :厚生労働科学研究費 〈循環器疾患・糖尿病等生活習慣病対策総合研究事業〉「産業別・地域別における生活

習慣病予防の社会経済的な影響に関する実証研究 〈研究代表者 :野口晴子〉」幸浸告書、2021年 5月 末日)

通所介護サービ́ 提供体制加算

期

期生活処遇改善加算 認知症対応ザービス提供体制加算

算         ●
認知症対応型医

疱 改善カロ算

●
認知症共同生活介護

併設短期生活
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こ
と
が
見
て
と
れ
る
。

他
方
、
認
知
症
に
対
応
し
た
各
種
サ
ー
ビ

ス
が
、
自
宅
で
の
介
護
サ
ー
ビ
ス
と
は
独
立

し
た
ハ
ブ
と
し
て
存
在
し
て
い
る
。
紙
幅
の

関
係
上
、
マ
ッ
ピ
ン
グ
の
全
貌
を
示
す
こ
と

は
で
き
な
い
が
、
認
知
症
と
同
様
、
介
護
老

人
福
祉
施
設

・
介
護
老
人
保
健
施
設

・
介
護

療
養
型
医
療
施
設
に
関
す
る
サ
ー
ビ
ス
群
が

独
立
し
て
点
在
し
て
い
る
。

◆

「見
え
る
化
」
の
意
義

で
は
、
要
介
護
認
定
情
報

・
介
護
レ
セ
プ

ト
等
情
報

（以
下
、
介
護
Ｄ
Ｂ
）
等
の
大
規

模
行
政
管
理
情
報
を
用
い
て
、
介
護
サ
ー
ビ

ス
の
同
時
利
用
状
況
を

「見
え
る
化
」
す
る

こ
と
に
、
ど
の
よ
う
な
可
能
性
が
あ
る
の
か
。

こ
う
し
た
基
本
的
な
マ
ッ
ピ
ン
グ
に
、
深
層

学
習
や
機
械
学
習
等
の
情
報
工
学
領
域
の
手

法
を
用
い
、
要
介
護
度
を
維
持
し
、
か
つ
、

介
護
費
用
を
最
小
化
す
る
よ
う
な
最
適
な

サ
ー
ビ
ス
ミ
ッ
ク
ス
を
予
測
で
き
れ
ば
、
ケ

ア
プ
ラ
ン
作
成
の
効
率
化

。
省
力
化
に
つ
な

が
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
つ
ま
り
、
現
在
、

介
護
現
場
で
深
刻
化
し
つ
つ
あ
る
ケ
ア
マ
ネ

ジ
ャ
ー
の
業
務
負
担
が
軽
減
さ
れ
、
利
用
者

に
対
す
る
コ
ン
サ
ル
テ
イ
ン
グ
業
務
等
に
よ

り
多
く
の
時
間
を
割
く
こ
と
が
可
能
と
な
れ

ば
、
質
の
面
で
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ン
グ
の
改
善
に

貢
献
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
。

実
は
、
人
工
知
能
を
活
用
し
た
ケ
ア
プ
ラ

ン
の
作
成
支
援
は
す
で
に
開
始
さ
れ
て
は
，い

る
も
の
の
、
介
護
現
場
で
普
及
す
る
ま
で
に

は
至

っ
て
い
な
い
。
そ
の
原
因
の
ひ
と

つ
は
、

一
自
治
体
や
民
間
セ
ク
タ
ー
で
は
、
収
集
可

能
な
標
本
数
が
限
ら
れ
て
お
り
、
最
適
な

サ
ー
ビ
ス
ミ
ッ
ク
ス
を
予
測
す
る
こ
と
が
難

し
い
と
い
う
、
技
術
面
で
の
制
約
が
あ
る
。

よ

っ
て
、
ま
ず
は
、
介
護
Ｄ
Ｂ
等
全
国
規
模

で
の
代
表
性
の
あ
る
情
報
に
基
づ
い
た
予
測

を
行
う
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

さ
ら
に
、
ビ

ッ
グ
デ
ー
タ
に
よ
る
解
析
を

経
て
、
最
適
な
サ
ー
ビ
ス
ミ
ッ
ク
ス
を
特
定

し
、
介
護
資
源
の
投
入
量
と
そ
の
成
果
を
あ

る
程
度

「測
る
」
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な

れ
ば
、
介
護
分
野
に
お
い
て
、
医
療
に
お
け

る
∪
”
〇
＼
”
∪
”
∽
の
よ
う
な
包
括
支
払
制
度

の
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
を
提
案
す
る
こ
と
も
可

能
と
な
る
か
も
し
れ
な
い
。
む
ろ
ん
、
こ
う

し
た
介
護
分
野
で
の

「見
え
る
化
」
が
、
急

速
に
拡
大
し
続
け
る
介
護
費
用
を
抑
制
す
る

こ
と
が
で
き
る
か
に
つ
い
て
は
別
途
検
証
す

る
必
要
が
あ
る
。
い
ず
れ
に
し
ろ
、
「
見
え

る
化
」
は
、
今
後
ま
す
ま
す
深
刻
化
す
る
こ

と
が
予
想
さ
れ
て
い
る
介
護
人
材
の
不
足
を

補
い
、
効
率
的

・
効
果
的
な
介
護
供
給
体
制

を
確
立
す
る
た
め
の
有
益
な
手
段
と
し
て
の

可
能
性
を
秘
め
て
い
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
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